
付
属

と
誓
言
 
(
庵

谷
)

付

属

と

誓

言

庵

谷

行

亨

釈
尊

は
滅
後
の
法
華
経
弘
通
を
本
化
の
大
菩
薩
に
付
属
さ
れ
た
。

日

蓮
聖
人

は
、
こ
の
付
属
の
儀
に
臨
ん
で
発

せ
ら

れ
た
大
菩
薩

の
誓
願

(当
広
説
此
経
)
を
自
己
に
帯
し
、
法
華
経
弘
通
に
生
涯

を
捧

げ
ら
れ

た
。付

属

と
は
如
来
が
如
来
の
未
来
を
他
者
に
托
す
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
被
付
属
者
は
如
来
の
信
を
得
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
如

来
の
信
を
得
た
者
と
は
如
来
の
信
に
生
き
る
者
で
あ
る
。
如
来
滅
後
の

仏
法
は
こ
の
よ
う
な
如
来
の
信
に
生
き
る
自
覚
者
に
よ
っ
て
荷
わ
れ
て

い
く
。

日
蓮
聖
人
の
宗
教
は
、
釈
尊
の
教
え
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
自
己
を
知

る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
法
華
経
の
信
受

は
、
与
え
ら
れ
た
も
の
の
受
領
で
は
な
く
、
釈
尊
の
教
え
に
自
覚
的
に

参
与
す
る

こ
と
で
あ
る
。
「
日
蓮
な
く
ば
此

一
偶
の
未
来
記

は
妄
語
と

(1
)

な
り
ぬ
」
と
い
う

『開
目
抄
』
の
言
表
は
、
そ
の
よ
う
な
日
蓮
聖
人
の

宗
教
の
特
性
を
如
実
に
表
わ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
釈
尊
の
教
え
は
主
体
的
に
実
践
し
て
い
く
自
覚
者
の

出
現
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
釈
尊
は
こ
れ
を
付
属
の

儀
を
通
し
て
滅
後
に
托
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二

如
来
滅
後
の
法
華
経
付
属
は
神
力

・
属
累
の
両
品
に
明
確
で
あ
る
。

と
く
に
神
力
品
は
、
地
涌
の
大
菩
薩
の
誓
願
を
受
け
て
、
滅
後
の
弘
経

を
結
要
付
属
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
誓
願
と
付
属
に
如
来
の
未
来
が
托

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
は
如
来
滅
後
末
法
時

の
法
華
経
を
、
特
に
法
師

・
宝
塔

・

涌
出

・
寿
量

・
神
力

・
属
累
の
諸
品
に
信
認

さ
れ
た
。
『新
尼
御
前
御

返
事
』
に
説
示
さ
れ
た

「
宝
塔
品
よ
り
事
を
こ
り
て
寿
量
品
に
説
き
顕

(
2
)

し
、
神
力
品
属
累
に
事
極
て
候
し
」
の
文
を
、
教
学
上
、
起
顕
寛

の
法

門
と
称
し
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。

齢
法
師
品
は

門
流
通
分
の
始
ま
り
で
、
如
来
滅
後
の
法
華
経
受
持
が
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説
か
れ
て
い
る
。
方
便
品
か
ら
授
学
無
学
人
記
品
に
い
た
る
三
周
説
法

に
お
い
て
、
在
世
の
衆
生
を
教
益
し
給
う
た
釈
尊
は
、
法
師
品
よ
り
滅

後
の
衆
生
に
思
い
を
い
た
さ
れ
、
三
説
超
過
の
法
華
経
を
五
種
に
わ
た

っ
て
修
行
す
る
法
師
は
如
来
所
遣

の
使
で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

(
3
)

滅
後
弘
経
の
困
難
性
を

「況
滅
度
後
」
の
四
文
字
に
予
言
さ
れ
た
釈

尊
の
御
意

の
内
を
推
さ
れ
た
日
蓮
聖
人
は
、
度
重
な
る
大
難
を
経
文
色

読

の
自
己
の
身
に
主
体
化
し
、
自
ら
を
滅
後
の
如
来
使
に
擬
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

法
師
品

に
、
滅
後
弘
経
者
の
あ
り
方
を
明
示
さ
れ
た
釈
尊
は
、
続
い

て
の
見
宝
塔
品
に
お
い
て
、
宝
塔

の
涌
出
と
多
宝
如
来
の
出
現
を
も

っ

(4
)

て

「付
属

の
大
事
」
を
説
か
ん
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
5
)

見
宝
塔
品
は
、
天
台
大
師
の
巧
釈
に
見
ら
れ
る
通
り
、
音
声
を
出
し

て

門
の
真
実
を
証
し
、
塔
を
開
い
て
本
門
を
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
、

迹門
の
法
門
の
結
実
と
本
門

の
法
門
の
緒
を
開
く
重
要
な
役
割
を
に
な

っ
て
い
る
。
開
塔

に
本
門
を

み
た
天
台
大
師

は
、
「須
下
集
二分
身

一明

(
6
)

レ
玄
付
属
加
声
徹
二下
方

一召
二本
弟
子
一論
二於
寿
量
こ

と
釈
し

て
、
本

門
の
法
門
の
開
顕
と
同
時
に
そ
こ
に
付
属

の
問
題

を
予
見
さ
れ

て
い

る
。
 
門
流
通
分
に
、
や
が
て
顕
発
さ
れ
る
本
門
の
法
門
と
付
属
の
重

大
性
を
見
通
し
た
天
台
大
師

の
釈
を
受
け
て
、
日
蓮
聖
人
は
見
宝
塔
品

(7
)

を

「寿
量

品
の
遠
序
」
と
み
、

こ
こ
に
本
門
の
法
門
の

「
起
」
を
論
じ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

虚
空
会
上
、
二
仏
並
坐
の
釈
尊
が
、
開
口

一
番
大
音
声
を
以
て
普
く

(
8
)

四
衆
に
告
げ
給
う
た
三
度
に
わ
た
る
お
言
葉
を
、
「第

一
の
救
宣
な
り
」

(9
)

「
第
二
の
鳳
詔
也
」
「第
三
諫
救
也
」
と
受
け
と

め
ら
れ
た
日
蓮
聖
人

は
、

こ
れ
を
天
台
大
師
の
釈

に
な
ら

っ
て
、
「
本
弟
子
下
方
」
(遠
令
有

(
1
0
)

在
)
へ
の
勅
宣
と
信
受
さ
れ
、
如
来
神
力
品
に
お
け
る
誓
願

と
結
要
付

属
の
端
緒
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

従
地
涌
出
品
の
大
菩
薩
の
涌
出
は
、
天
台
大
師
の
見
宝
塔
晶
釈
に
予

め
会
釈
さ
れ
た
如
く
、
滅
後
弘
経
の
大
任
を
荷
う
べ
き
如
来
使

の
出
現

で
あ
る
。
天
台
大
師
は
他
方
の
弘
宣
拒
否
と
涌
出
の
召
出
を

「
止
召
六

(1
1
)

義
」
を
も

っ
て
釈
し
、
「聞
レ命
故
来
、
弘
レ法
故
来
、
破
レ
執
故
来
、
顕

(
1
2
)

レ本
故
来
」
と
、
や
が
て
説
示
さ
れ
る
神
力
品
を
先
取
り
し
た
形

で
地

涌
千
界
の
滅
後
弘
経
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

如
来
寿
量
品
の
久
遠
開
顕
は
、
従
地
涌
出
品
に
顕
説
さ
れ
た

「
久
遠

教
化
の
弟
子
」
に
対
す
る
疑
問
の
追
究
が
そ
の
発
端
と
な

っ
て
い
る
。

本
門
正
宗
分
の
幕
あ
け
と
な

っ
た
涌
出
品
の
略
開
近
顕
遠
の
教
説
は
、
.

弥
勒
を
は
じ
め
と
す
る
無
数
の
菩
薩
に
深
い
疑
惑
を
生
ぜ
し
め
た
。

こ

(
1
3
)

の
疑
念
を
父
少
子
老
の
難
信
と
し
て
釈
尊
に
回
答
を
求
め
た
こ
と
が
、

寿
量
品
の
説
法
を
起
こ
す
の
で
あ
る
。
釈
尊
は
こ
の
疑
念
に
答
え
て
三

誠
し
、
弥
勒
等
の
菩
薩
大
衆
の
三
請
を
受
け
て
自
ら
の
本
地
を
顕
発
さ

れ
た
。
久
遠
教
化
の
弟
子
を
出
し
て
後
に
、
自
ら
の
本
地
を
明
か
さ
れ

た
の
は
、
未
曾
有
の
法
門
の
顕
発
に
は
衆
生
の
信
が
堅
固
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
弟
子
の
久
遠
は
師
の
久
遠
で
あ
る
。
師
の
久

付
属

と
誓
言
 
(
庵

谷
)
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遠
が
明
か
さ
れ
れ
ば
弟
子
の
久
遠
は
自
ら
領
解
さ
れ
る
。

能
説
の
仏
が
久
遠
で
あ
れ
ば
所
説
の
教
法
も
ま
た
久
遠
で
あ
る
。
久

遠
の
釈
尊

は
三
世
に
わ
た
っ
て
衆
生
を
教
益
し
給
う
。
仏
寿
の
久
遠
は

法
の
常
住
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
久
遠
の
法
が
久
遠
の
弟
子
に
付
さ

れ
た
の
が
如
来
神
力
晶
の
結
要
付
属
で
あ
る
。

如
来
神
力
品
は
地
涌
の
大
菩
薩
の
誓
願
か
ら
始
ま
る
。
天
台
大
師
は

(
1
4
)

こ
れ
を

「
発
レ誓
弘
レ
経
」
と
釈
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
涌
出
品
に
お
い

て
、
釈
尊
は
他
方
の
菩
薩
の
弘
経
を
制
し
、
そ
の
理
由

と
し

て
、
「我

娑
婆
世
界
自
有
二六
万
恒
河
沙
等
菩
薩
摩
詞
薩
殉

一
一
菩
薩
各
有
二六
万

(1
5
)

恒
河
沙
春
属
殉
是
諸
人
等
能
於
二我
滅
後

一護
持
読
諦
広
説
二此
経
こ

と

説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
涌
出
品
に
お
け
る
地
涌
の
如
来
滅
後
の
弘
経
は

釈
尊
の
予
定
の
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
予
定
で
は
な
く
、
釈
尊

に
お
け
る
当
為
と
し
て
の
予
定
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
神

力
品
の
結
要
付
属
は
釈
尊
に
お
け
る
予
定
の
実
現
と
見
る
こ
と
が
で
き

ょ
う
。
釈
尊
が
予
定
さ
れ
た

「
付
属
の
大
事
」
を
成
就
せ
し
め
る
の
は

神
力
品
冒
頭
の
誓
願
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

世
尊
、
我
等
於
二仏
滅
後
世
尊
分
身
所
在
国
土
滅
度
之
処

当
三広
説
二此
経
弔

所
以
者
何
、
我
等
亦
自
欲
下得
二是
真
浄
大
法
鰍受
持
読
諦
解
説
書
写
而
供
中
養

(
1
6
)

之
加

こ
の
地
涌
の
大
菩
薩
の
誓
願
を
、
天
台
大
師
は

「
弘
レ
経
為
レ三
。

一

時
節
、
仏
滅
後
是
也
。
二
処
所
、
分
身
等
国
是

也
。
三
誓
願
、
非
二但

(
1
7
)

奉
レ命
益
フ
他
、
亦
自
願
二此
真
浄
大
法
殉
兼
済
倶
美
」
と
、
時

・
処

・

誓
願
の
三
に
約
し
て
釈
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
は
こ
れ
を
受
け
て
、

時
は

「仏
滅
後
末
法
初
」
、
処
は

「法
華
経
有
縁

の
国
」
で
あ
る
と
し
、

末
法
の
今
時
、

法
華
経
有
縁
の
国
に
法
華
経
を
弘
通
す
べ
く

「
誓

っ
た

人
」
と

「誓

っ
た
事
実
」
を
こ
と
さ
ら
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
台

教
学
に
は
、
な
ぜ
久
成
の
法
が
地
涌
の
大
菩
薩
に
付
属
さ
れ
た
か
を
会

(
1
8
)
 

(1
9
)

す
る
釈
が
多
い
。
例
え
ば
天
台
大
師
は
師
弟
、
妙
楽
大
師
は
親
子
、
道

(
2
0
)

逞
は
法
と
人
の
関
係
で
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
問
題
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
日

蓮
聖
人
遺
文
中
に
も
諸
所
に
そ
れ
ら
諸
先
師
の
釈
文
の
引
用
が
見
ら
れ

る
が
、
日
蓮
聖
人
の
関
心
は
、
「
な
ぜ
」
と
い
う

こ
と
よ
り
、
む

し
ろ

地
涌

の
大
菩
薩
が
誓

っ
た
と
い
う

「
事
実
」
に
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は

「如
レ
是
高
貴
大
菩

薩
約
二
足
三
仏
-受
二持

(2
1
)

之

末
法
初
可
レ
不
レ出
欺
」
と
強
い
筆
勢
で

「
誓
願

の
事
実
」
を
明
示

さ
れ
て
い
る
。

地
涌

の
大
菩
薩
の
誓
願
は
三
仏
の
面
前
に
お
け
る
決
意
の
表
明
で
あ

る
。
久
遠
実
成
の
本
師
釈
尊
、
お
よ
び
令
法
久
住
の
故
に
来
至
し
給
う

た
分
身
諸
仏
と
法
華
証
明
の
多
宝
如
来

の
三
仏
は
、
久
成
の
法
の
所
有

者
で
あ
り
、
当
体
で
あ
り
、
主
体
者
で
あ
る
。

そ
の
三
仏
の
面
前
に
お

け
る
誓

い
は
、
三
仏

へ
の
全
身
全
霊
の
帰
命
を
意
味
す
る
。

日
蓮
聖
人

は
こ
れ
を

「約
足
三
仏
受
持
之
」
と
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

地
涌

の
大
菩
薩
の
誓
言
を
聞
き
給
う
た
釈
尊

は
即
座
に
十
神
力
を
現

(2
2
)

じ
ら
れ
た
。
天
台
大
師

が

「為
レ
付
二属
深
法
】現
二十
種
大
力

u」
と
釈

さ
れ
た
通
り
、
釈
尊

は

「若
我
以
二是
神
力
一於
二
無
量
無
辺
百
千
万
億

-56-



(2
3
)

阿
僧
祇
劫

一為
二属
累

故
説
二
此
経
功
徳

一猶
不
レ能
レ
聡
」
と
述

べ
給
う

た
次
下
に
、

以
レ要
言
レ之
、
如
来
一
切
所
有
之
法
、
如
来

一
切
自
在
神
力
、
如
来

一
切
秘

(2
4
)

要
之
蔵
、
如
来

一
切
甚
深
之
事
、
皆
於
二此
経
一宣
示
顕
説

と
、
四
句

の
要
法
を
説

い
て
上
行
等
の
地
涌
の
大
菩
薩
に
結
要
付
属
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
天
台
大
師
は
こ

の
文
を

「
結
要
有
二
四
句
殉

一
切
法

者

一
切
皆
仏
法
也
。
此
結
二
一
切
皆
妙
名
一也
。

一
切
力
者
通
達
無
擬

具
二
八
自
在

此
結
二妙
用

」也
。

一
切
秘
蔵
者
偏
二
一
切
処

一皆
是
実
相
。

此
結
二妙
体
一也
。

一
切
深
事
者
因
果
是
深
事
。

此
結
二妙
宗
一也
。
皆
於

此
経
宣
示
顕
説
者
総

結
二
一
経
一
。唯
四
而

已
。
撮
二其
枢
柄

而
授
二与

(
2
5
)
 

(
2
6
)

之
ご

と
、
名

・
用

・
体

・
宗

・
経
の
五
重
玄
義
に
約
し
て
釈
さ
れ
た
。

日
蓮
聖
人
は

『
観
心
本
尊
抄
』
に

「現
二十
神
力

地
涌

菩
薩

属
二累
妙

(2
7
)

法
五
字
こ

と
述
べ
ら
れ
た
如
く
、
神
力
品
の
結
要
付
属

と
は
妙
法
五

字

の
付
属

で
あ
る
と
み
な
し
、
こ
こ
に
滅
後
末
法
時

の
教
法

(妙
法
五

字
)
と
そ
の
弘
通
者

(地
涌
の
大
菩
薩
)
が
明
確
に
定
ま

っ
た
と
さ
れ

る

の
で
あ
る
。

付
属
は
釈
尊
が
釈
尊
の
未
来
を
被
付
属
者
に
托
す
重
大
事
で
あ
る
っ

ゆ
え
に
、
地
涌

へ
の
付
属
が
釈
尊
の

「
予
定
さ
れ
た
事
実
」
で
あ

っ
た

と
し
て
も
、
地
涌
自
身
の
誓
願
が
必
要
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
誓
願
が
付
属
を
実
現
し
、
付
属
は
誓
願
に
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
付

属

の
為
に
誓
い
、
誓

っ
た
故
に
付
属
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

付
属
さ
れ
た
事
柄
は
誓
願
者
の
自
覚
的
主
体
性
の
な
か
に
成
就
す
る
の

で
あ
る
。

三

叙
上
の
如
く
、
日
蓮
聖
人
は
特
に
宝
塔
品

・
涌
出
品

・
寿
量
品

・
神

力
品
を
中
心
と
し
た
法
華
経
虚
空
会
の
説
法
に
、
滅
後
末
法
を
利
益
し

給
う
教
法

(妙
法
五
字
)
と
そ
の
教
法
を
荷
う

師

(地
涌
の
大
菩
薩
)
が

出
現
す
る
こ
と
の
必
然
性
を
見
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

神
力
品
の
誓
願
と
付
属
は
釈
尊
在
世
に
お
け
る
三
仏
と
地
涌

の

「約

束
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
釈
尊
の
未
来
が
地
涌
の
大
菩
薩
に
托
さ
れ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

在
世
の
約
束
は
末
法
今
時
に
お
い
て
は
過
去
の
出
来
事
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
約
束
は
末
法
今
時
と
い
う
釈
尊

の
未
来
に
関
わ
る
も
の
で

あ

っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
在
世
の
約
束

は
過
去
で
は
な
く
、
釈

尊
の
未
来
で
あ
る
末
法
の
今
日
を
含
む
も
の
で
あ

っ
た
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
久
成

の
法
は
常
に
釈
尊
の
現
在
と
し
て
永
遠
の
未
来
を
教
益

す
る
。
そ
の
久
成
の
法
を
久
成
た
ら
し
め
る
師

(地
涌
の
大
菩
薩
)
は
三

仏
と
の
約
束
を
履
行
す
る
こ
と
こ
そ
を
最
第

一
の
使
命
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
は

「
在
世
の
約
束
」
履
行
の
時
を

「
末
法
今
時
」
と
見
、

そ
の
必
然
性
を
自
己
に
主
体
化
せ
ら
れ
た
ゆ
え

に
、
「
三
世
説
法

の
儀

(
2
8
)
 

(
2
9
)
 

(3
0
)

式
」
は

「
在
世
は
今
に
あ
り
、
今
は
在
世
な
り
」
と
い
う

「
一
同
純
円
」

の
世
界
で
あ
る
と
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
誓
願
者
の
自
覚
、
被

付
属

と
誓
言
 
(
庵

谷
)
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付
属
と
誓
言
 (庵

谷
)

付
属
者
の
自
覚
に
立

っ
た
日
蓮
聖
人

の
法
華
経

で
あ

っ
た
と
言
え
よ

う
。地

涌
の
誓
願
を
自
覚
し
主
体
化
す
る
と
は
、
「
在
世
の
誓
い
」
を

「末

法
の
誓
い
」
と
し
て
今
日
に
受
領
す
る
こ
と
で
あ
る
。
在
世
に
お
け
る

誓
願
と
付
属
の
事
実
は
、
末
法
の
自
覚
者
に
、
末
法
な
る
が
故
に
必
然

的
と
な

っ
た
誓

い
の
履
行
を
如
来
の
勅
命
と
し
て
要
請
す

る
の
で
あ

る
。
日
蓮
聖
人
は
、
釈
尊
の
歴
史
に
必
然
づ

け
ら
れ
た

「末
法

の
誓

願
」
に
生
き
る
故
に
、
度
重
な
る
大
難
を
も
の
と
も
せ
ず
、
妙
法
五
字

の
弘
通

(立
正
安
国
の
実
現
)
に
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
誓
願
と
付
属
の
事
実
を
自
己
に
主
体
化

(在
世
の
誓
願
と
付
属
を

末
法
に
お
け
る
自
ら
の
誓
願
と
し
て
主
体
化
)
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、

日
蓮
聖

人
の
宗
教

の
行
動
原
理
が
あ

っ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。1

『
開
目
抄
』
五
五
九
頁

(日
蓮
聖
人
遺
文
は

『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺

文
』
に
よ
る
)
。

2

『
新
尼
御
前
御
返
事
』
八
六
七
頁
。

3

『
法
師
品
』
三
一
二
頁

(妙
法
蓮
華
経
は

『
真
訓
両
読
妙
法
蓮
華
経
並

開
結
』
に
よ
る
)
。

4
 
茂
田
井
教
亨
著

『日
蓮
教
学
の
根
本
問
題
』
四
五
頁
。

5

『
法
華
文
句
会
本
』
第
二
二
巻
三
八
丁
裏

四
四
丁
表
。

6

右
同

第
二
二
巻
四
二
丁
裏
。

7

『
開
目
抄
』
五
七
二
頁
。

8

『見
宝
塔
品
』
三
三
四

八
頁
。

9

『
開
目
抄
』
五
八
二

三
頁
。

10

『
法
華
文
句
会
本
』
第

二
三
巻

一
丁
裏
。

11
 
右
同

第
二
五
巻

五
丁
表

七
丁
裏
。

12
 
右
同

第
二
五
巻
八
丁
表
。

13

「
響
如
下
有
レ
人
色
美
髪
黒
年
二
十
五
、

指
二
百
歳
人

一言
二
是
我
子
刈
其
百

歳
人
亦
指
二
年
少

一言
三
是
我
父
生
二
育
我
等

是
事

難
占
信
」
(
『
従

地

涌

出

品
』

四
〇
九
頁
)
。

14

『
法
華
文
句
会
本
』
第

二
九
巻

二
丁
表
。

15

『
従
地
涌
出
品
』

三
九
三

四
頁
。

16

『
如
来
神
力

品
』

四
九

八
頁
。

17

『
法
華
文
句

会
本
』
第

二
九
巻

二
丁
表
。

18

「
是
我
弟

子
応
レ
広
二
我
法

こ

(
『
法
華
文
句
会

本
』
第

二
五
巻

六
丁
表
)
。

19

「
子
弘

二
父
法

一有
二
世
界
益

こ

(
『
法
華
文
句

会
本
』
第

二
五
巻

六
丁
表
)
。

20

「
付
属
者
此
経
唯
付
二下

方
涌
出
菩
薩

殉
何
故
爾
。
由

二法
是

久
成
之
法

一

故
付
二
久
成
之
人

こ

(『
法
華
文

句
輔

正
記
』

第
六
巻

一
八
丁
表
)
。

21

『
観
心
本
尊
抄
』

七

一
九
頁
。

22

『
法
華
文
句
会
本
』
第
二
九
巻

一
丁
表
。

23

『
如
来
神
力
品
』
五
〇
二
頁
。

24

同

上

五
〇

二
頁
。

25

『
法
華
文
句
会
本
』
第

二
九
巻
六
丁
裏

七
丁
表
。

26
 

日
蓮
聖
人

は
寿
量
品

の

「
是
好
良
薬
」

の
文

を

「
寿
量
品
肝
要
名
体
宗

用
教
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
也
」
(
『
観

心
本
尊
抄
』

七

一
七
頁
)
と
釈

さ
れ

て
い
る
。
聖

人
は
、
天
台
大
師

の
五
重

玄
義

は
末
法
時

に
お
い
て
は

「
南

無

妙
法
蓮
華
経
」

と
な
る
と
み
な

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

27

『
観

心
本
尊
抄
』

七

一
七
頁
。

28

『
寺
泊
御
書
』

五

一
五
頁
。

29

『種
種
御

振
舞
御
書
』
九

七

一
頁
。

30

『
観
心
本
尊
抄
』

七

一
五
頁
。

(
立
正
大
学

助
教
授
)
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